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及

び

ポ

云

々

の

作
 

ら
れ
'た
る
時
代
ギ
が
多
少
懸
&
す
る
の
事
賞
を
知

十

五

卷C

八
■•五

辦

：

0...し
部
代
巾
闕
學
ポ
間
！

。

，部

一

體

八

.

.

.

.
生V

自
ニ
婦
人T

f
f
i
v
:

敎&

海
"
時

維

織

寺

。
，

.

.人
技
威
、1§

ド
始
覚
背
"豈
日

，
不
ン
極
。
併

胡

終
‘
.

,

,

藤
、

賈
三
倍
？
君
子
是
識
、婦
無n

公
事
，

T 

f
 

:

;

.

典
灘
織
？
无
何
以
刺
、
厕
神
不
グ
富
、會1

爾
介
狄r 

維
予
骨
忌
、不
K
rか，

％

祥T

威
儀
不
ン
類
。人
之
云
：

.

.U
、

邦
國
珍
痛
P天
之
降
ピ
罔
、維
其
優
矣
。
人
之

:

云U
、

心

之

，發

矣"天

之

降

，
罔"維
其
織
矣
。
人

之s
i
r

心
之
悲
矣
"感
沸
艦
嚴
、維
K
深
矣
。
心

.

.
、

ぺ：：

之
憂
矣
、
寧
貝
今
矣
。
不
二
自
ピ
我
先
；
不
二
自
ン
：
V
:

我
後r

观
鋭
吳
天
.、
無
ド
不
チ
克
ビ
驚
、
無
ン
恭
P
皇 

>
:祖

S

救

ニ
爾

後

？ 

-
 

.技
に
所
謂
人
有n

i
s
1

ご
は
確
か
に1

般

人

民

.
が 

士
地
を
敌
有
せ
し
事
を
示
す
や
'明
*

0!

な
り
。®

'
n

 

:
S

信
南
m
及
び
に
於
次
る
曾
孫
な
る
文
字
は
成
.

，王
.を
指
さ
す
し
て
必
ら
す
旧
生
即
ち
m
を
私
有
す 

.る

.人
を
.意
味
す
る
も
...
の
.な
る
こ
ご
。
 

‘
.
 

:,漢
儒
が
詩
親
を
說
ぐ
場
合
に
は
疑
み
存
せ
ざ
る
も 

の一

字

と

し

て

無

し

。

蓋
し
漢
懦
の
脳
髓
は
'腐
敗

.
ら
ざi

れ

ぱ

之

れ

を

以

ゥ

て

相

互

の

®

明
と
な
す
を 

.

:得

W

る

也

。 

,

,

:(

註
‘一 )

詩

賊

の

十

隙

之

旧

の

.
^
か

以

つ

も

亦

か

代

に

於

て

井

田
 

制
ほ
存
在
だ
し
も
の
と
賺

明
.；

^
得
す
。
十
掀
之
叩
は
次
の
如
し

0 

;

,

欢
执
伐
レ
舰
サ
、
第

之.河
之
干】

ミ
河
水
餅
旦
潍
條•
不
レ
.辕 

:

不
レ
概
、胡
取 
>ー
禾i!V

巧
照
サ
：、
不i

狩

不

レ

獵
1

庭
有
テ 

服
組
1
<シ
0彼

；！；̂

子
へ
な
，
不
~一
棄
廣
ス
な
。

坎

坎

优

レ

輔

サ

、
掷

~
一
之 

河
之
测
♦

、河

水

清

見

猫

、
不&

:

不

，
概

、
胡

取

条

S

百

：
，

,

億

♦
、
不
レ
符
不
レ
獵
、
器

H爾
庭
存„

縣

赞i
K

被
君
子
せ
、

不-1

紫
き
：：
0
0坎
坎
伐
レ
輪
ス®
一
之
河
么
谓
を
，
河
水
清 

R
:
'
倫
倚
、
不&

?
概
、
胡
取„术
3
百p

i
t

不I

抑

撒

、

腿
鴻
：̂
、̂
被
せ
子
1
^、
不

，
，
索

ず

I?'。
，

(

註
ニ)

此
點I

I

湖
す
る
ナ
ポ
融
：
A
化
生
の
所
論
明
職
を
欠
く
 
0 

‘
 

' (

i

l)

本
論
文
德
論
黎
照
、

1
,
9

)

胡
漢
民
先
生
！
派
の
所
；

g

 

.

.

.

:,■
 '

S
I
I

の
時
代
に
'は
土
地
は
共
有
せ
ら
れ
た
る
/

若
し
孟
子
時
代
に
於
て
公
衆
に
風
す
る
私
旧
を
.

,

稱
し
て
之
れ
を
公
旧>0

な
せ
ね
、じ
せ
ぱ
何
人
も

雨
我
公
®
のr

句
を
以CV

て
助
法
存
在
の
瞪
據

ぐ
し
考
へ
ざ
る
；へ
し
'。.又
孟
子
自
身
も
殊
更
に
之
Z

於
け
を
非
田
餘
の
研
究 

然

1

號

' 

八
}

fi 

.



11 I
I

Ij

,|f
1
■̂!|
i|
：-l

、

,：i
.1

れ
を
擔
ぎ
出
し
て
藤
：
君HH

に
對
し
て
說
く
も 

'
の
ど
，は
考
.へ
ら
れ
，ず

？
假

令

之

れ

を

說

け

ね

S 

:
な
す
も
三
尺
の
®
子
な
ら
ぱ
.い
ざ
知
^
îす
文
公 

:
成
は
畢
戦
の
如
き
人
物
ぢ
說
得
す
る
こ
ビ
到
庇 

不
可
能
な
り
。'孟
子

が

；
！
點

の

鎌

も

な

く

公

f
f
l 

を
以
つ
て
助
法
特
有
の
も
のVJ

な
し
你
膝
の
港 

K
も

毫

も

之

れ

.ダ
怪
ま
ざ
り
し
は
莊
だ
ぜ
意
味 

の
こ
ビ
非
ざ

5

か

.
"
.
你

つ

て

之

れ

を

ギ

ふ

る
 

:
,に
士
地
公
有
の
昔
に
於
て
は
民
は
：士
地
を
私
有 

、

せ
♦さ
る
と
同
時
に
君
も
亦
a
有
財
産
の
形
式
れ 

:

つ
て
土
地
を
所
有
せ
H

b

tな
る
べ
し
。
別 

に
‘公
家
が
私
有
財
産
.ど
し
て
所
有
す
る
i
地
#
 

M
 .1̂

せ

ざ

な

る

ベ

し

。
0

1)

賞
に
詩
經
k
狂
 

:

る

公
m
の

文

字

は

，弁

旧

跡

度

#
在
‘の
譜
據
也
。「

:

,
®
u
> 

，...
 

'
レ：
.
‘.-
 

一h

レ
へ
'
 

:\ 

:

.

. 

⑩
斯
ぐ
の
如
く
±
地
が
共
有
せ
ら
れ
た
ク
ビ
せ
ぱ
士 

，
地
を
激
有
すV

!
s

ふ
が
加
き
事
は
誤
な
る
ゾ

i

と
。

银

r
.

購

八

ム

ハ

f 

詩
經
の
人
有
十
M
な
る
句
は
土S

と
人
民
ら
.を 

,1 

對

立

せ

し

め

て

有

の

学

を

暴

げ

、；

^
る
も
の
な
.れ 

j,' 

.
ぱ
之
れ
が
私
有
的
意
味
、し
非
ざ
る
や
明
ふ
か

™ 

也
。(

i
l

)

，
 

.

.

,

‘2

信
商
山
云
々
及
びIsffl

云
，♦
な
る
句
に
在
る1

2
1

 

;::

一

.
な
る
文
字
は
必
ら
す
成
ま
を
指
示
し
決
しv:ra

主 

ツ
を
指
す
も
の
；̂
:
;
^
ざ
る
こ
ビ
？

.

:
:

信
衛
山
云
々
及
び
甫
W
云
々
中
に
®
る
會
孫
は 

\ 

,

必
ら
ず
成
王
を
意
味
.す
る
は
，か
論
已
に
揭
げ
た 

る
舉1

我

文

孫

駕

ン

之

(

維
‘天
之
命)

に
在
：
 

る
營
孫
及
び
喷
嘻
成
パ
#
嘻)

に
ぜ
る
成
王
は

g
r

?
。 

•

,

.

■ ,
.
,

(
註

C

此
文
は
膝
先
生
の
所
論
と
大
傅-

-1

於y

同
樣
ガ
り
o(

文
'‘ 

.

部-
i
c
s

制
の
ぼ
魂1

1
,

ニ
；

S
C
I

ニ一
1
1
1
K
)

殺
し
胡
勝
民
先
生 

が
加
藤
先
生
、の
所
論
楚
認
せ
ら
れ
れ
れ
ぱ
也
。

(

建
設
鎮
ニ

お
S

號

！
五
三
5
:

,
S

1
ごi

a
w

惶
先
生
は
詩
經
の
雨
取
公w
遂
及
戟
私
，̂
以
て
许
W 

制
殷
不
存
在
にf

る
體
據
ス
な
す

-
^得
す

V、

がら
.，

.5̂

i

w

i

i

r

l

l

i

i

l

l

lI

れ
パ
。

(

述
談
雜

U

翁
然

1

魏

!

五
八
：
A
參
照

)

‘' 

' 

S
.
H 

S
.
政
银

1

5

ポ 

i

 1

七 
ニ 
K

i

(
V
)

私
見
，

.

斯
，、‘の
如
く1

力
；̂
公
m
を
以
つ
て
貴
族
の
祿
W 

ビ
な
しt|s

孫

を

以

づ

て

伽
！：；

ご

な

す
他
方
；̂

公
旧
は 

八
家
の
：同
養
す
る
旧
に
し
て
會
孫
ご
：は
成
王
.を
指
す 

'

な
す
’じ
，云
ひ
て
兩
々
f
f
l降
ら
中
と
雖
も
筆
者
惟
ふ
k 

I 

•他
め
事
情
ょ
り
券
へ
て
寧
み
爐
之
先
生r

:

派
の
所 

.論
R
賛
成
し
て
以
.つ
て
當
時
土
地
は
共
有
せ
ら
れ
た 

る
も
の
に
非
す
と
な
す
。
然
れV 」

も
义
當
路
土
地
は 

私
：ホ
せ
ら
れ
た
る
も
の
も
非
す
と
な
す
®
は
胡
適 

.

.之
先
注1

派
の
所
論
ど
異
な
る
も
の
他
。
#
す
る
k 

:/

,

i
に
在
る
公
3
>
;
:
:

中

田

有

ド

瓜

、
及

び

孫

等

：の
.文
一 

字
を
以
つ
て
弁S

制
度
の
#
在
を
ぱ
綴
明
レ
得
ホ
し 

‘
 

’て
當
時
の
士
地
の
所
有
.權

は

諧

侯

之

れ

を

撮

-
:
>
^
倾

土
 

.

.權
鬪
王
さ
れ
を
掌
撮
-U.

般
人
，は
は
諧
侯
の
所
有
地 

を
小
作
す
ご
な
す
も
の
也
。

鬆
廣
^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

ぽ
^

;

き̂

ル；：

 ̂

I

第」
1

敦

真

小

！
 ̂

• 

‘

理

學

博

新

爛

新

藏

先

生

の

最

近

の

研

究

依

れ

ば

.

X

藝
文
筋
叫
ギ
第
五
號
支
那
上
代
の
：暦
法
に
於
て)

夏
小 

正
の
論
す
る
天
體
現
.欲
は
全
た
く
周
初
即
ち
西
®
紀
元 
:

前
ニ
，千

ギ

頃

の

觀

後

に

1

政
す
。
從
つ
て
K
小
}
な̂

る

"ツ
 

，
書

は

西

周

の

初

年

に
&
暴
せ
ら
れ
ね
る
レ
の
に
し
て
其： 

：，：：.

. 

記
す
る
所
の
天
文
、
農
事
は
，周
の
初
に
於
け
る
.も

の

な

V

 

り
。
§

)

胡
漢
民
先
生r

派
はM

小
}
の̂
所
論
を
以
，

，

,つ

て

周

代

，に

於

け

ふ

.弁m

制
庶
の
傍
®
ビ
な
す
を
揭
ビ 

1

ぶ
ふ
。
然
る
K
胡
適
之
先
生
！，派S

j
i
：

等
之
れ
に
言
及
.

す
る
所
な
し
。
こ
は
惟
ふ
に
胡
適
之
先
，生
一
派
：̂
夏

小

、

正
中
に
在
る
初
服
ニ
于
公
r
a
rな
ろ
句
k
於
け
る
公
恥
を 

ぱ
a
に
詩
經
の
ゾ
旧
を
述
べ
力
る
ヒ
同
じ
ぐ
公
薪
の
私 

有
す
る
士
地
？
解
し
た
る
も
の
な
る
べ
し
。
蓋
‘し
若
しr

 

胡
適
之
先
生j

派
に
し
て
胡
漢
民
先
：生
一
派
の

.所
赚

を

/
 

.

.

し
た
ら
k
ん
は
胡
適
之
先
生
一
派
は
決
し
て§

掘 

詩
經
の
公
田
の
意
味
を
ぱ
公
家
の
私
有
地
と
r
wし
，-
A

十

五

翁(

、八七
：：

V
.
:
:
雑

:

條.

，
部
代
な
國
舉
游
間
に
於
：ゆ
る
弗
田
論
の
跡
究

常
，！
號

t

|4< t̂n
 
*-tl> 
'/I 
'
 
i 

■
 
f
t
n
n 

tiff

i

l

K

l

i

i

i

i

i

i

f

l

i

i

4̂rJ*iual-K.

\



fri

I，
* k
)"if

■'•-J

¥
：iI
iI
I
II
；

I

雜

條
：

現
代
ホ
國
舉
在
購
に
.於
け
る
弗s

,

論
の
赚
究

I

路
十
五
愈
へ
：八
八)

.

'反
舰
せ
ざ
り
し
な
ら
ん 

.傘
者
は
H
小
正
の
：初

服

于

成
M
に
於
け
る
.公

田

の

意
. 

義
に
就
れ
て
もriJ

に
詩
經
を
収
极
ふ
際
に
述
べ
た
る
ご 

同
樣
な
を
地
位
に
在
る
も
の
に
し
す
K
小
‘正
*
^
の
公
旧 

の
文
字
を
以
づ
て
決
し
で
井
招
制
度
の
存
在
を
説
明
ず
て

る

全

然

不

可

能

の

こ，/J
に
B
すW

な

す

も

の

な\ 

り
。
' 

'

(

註1
)

理
學博

-f:

新
城
新
蔵
‘化
生
の
支
那
上
代
の'版
法

i
文
筋 

四
卸
路
冗
號
參旧

：} 

.

. 

:

.

,

•第
三I

f
.

孟

子

，
，

J

リ 

\

m

號

八
八
，

に
於
て
述
べ
た
り
ざ

云
ふ
に
止
ま
り
決
し
て
其
所
說
は 

P

て
精
確
な
な
ビ
云
ふ
に
は
非
す
。
蓋
し
夏
周
の
恥
制 

.は
^
を
距
た
る
事
®
五
百
年
乃
至
千
七
A
百
年
の
昔
な 

れ
ぱ
也
。
兹
に
於
て
か
孟
子
を
信
ず
る
も
の
乃
辛
；孟
子 

を
擁
護
す
る
も
の一

方
；！̂
存
ず
る
他
方
孟
子
を
全
然
否 

認
し
去
る
も
の
有
る
所
以
な
り
。
即
ち
現
代
ホ
國
學
者 

に
於
て
胡
漢
民
先
生
を
首
ビ
な
す
、®
仲
偉
、朱
執
信
雨 

先
生
のI

派
は
前
者
k
風
し
反
之
胡
適
之
先
生(

又
は
.

.

. 

，

ハ

胡
適)

を
其
指
導
者
ビ
な
す
率
融
伍
先
生
の
！.派
は
：後
，

孟
«
は
其
當
時
k
於
て
知
な
得
ら
る 

>限
の.

S
制
にI

:

者
に
®
す
。
次
に
此
兩
派
の
所
識
を
？g

げ
て
以
ウ
て
孟.

關
す
る
智
識
を
存
せ
ぁ
の
、
如
し
。
旧

制

を

研

せ

,
子
の
價
傲
を
窺
は
ん
ビ
す
。(

註)

.
(
S
)

孟

.
の4" ロ

け
§

1̂_1

關

ず

る

所

牆•£-

最

<yj

も

觅

要

*レ

し

ズ

又

最
 

マ
、
も

評

細

な

り

と

思

惟

せ

ら

る

、
部

分

は

朦

义

公

,

か

上

の

膝
 

:
y

文

，.：ム
問

爲M

の

一

節

な

リ

0

.真
后e

五

十

而

贯

.、
股

人

七4
- ：

而

助

、
巧

人

百

献g

撒

。

其

货
 

せ

什 
一
s
o
做

ギ

バ

徹

也

？

助

あ

、
！

也̂

’
龍

す

抬

レ

地

英

レ
 

達
で
於
ド
助
、
奠
レ
不
レ
善
レ
於
レ
赏

'
"買
；！̂

、
校

厳

之

中

&

爲

ド 

,

常

：、

樂

歳

盤

来

狼

房

多

取

レ

之

而

不i

デ

處

、
則

寡

取

レ

之

0カ

し
も
め
は
彼
孟
S
を
：以
つ
て
喷
矢VJ'

な
す
。
蓋
し
孟
W
 

以
前
め
人
々
は
却
.て
m
制
に
服
ら
ず
☆
代
、の
制
庶
に
就 

§
v
は
®
單

な

る

抽

象

を

赞

し
；：：；

體̂
§
,に
明
言
せ
ャ

J

れ 

ぱ

也
0
龙

ビ

も

古®
制
ね
關
す
る
孟
輒
：の
議
論
は
其 

當
時
に
：於

知

り

得

る

、
.吸
り
の
#
識
を
其
著
孟
子
：

:
.部
盤
ニ
其
旧
ー
旧
不
レ
：兄

M
,必
取
レ
な#。
狭

民

父

母
-
~使
ニ
民
⑩ 

仏
然
將
終
厳
勤
灿
不
レ

得
，， ，

以
餘
ゴ

i4 、

父
冊I

又
稱
贷
而
签
レ
之
、

.

:

ン
 

夫
W
ま
膝 

•

旧
行
ぃ
之
矢
。
詩
日
雨
我
公
，巧

r

遂
及11

我
私
？
惟
助
ゆ

i

お
こ
公 

m
r
s

レ
此P
之
.

周

盟

也
0(

5

段)

使
g畢
戰
间
：
弁 

地r

承
す
ほ
子
之

$?將

レ
行
も
政i
揮g

彼
ネ
、
子#
勉
ド 

.
之
。
失
仁
政
必'ば】

ー
躯
界

1

始
。
辆
ー
界
不
ぃ
正
、
外
地
不
ぃ
均
、
穀
祿 

不
，
平
。

故#
思
许
^
必
慢
ニ
其
無
界S
界
賊
巧
分
，e

.

.:

⑩
ぃ
絡
、
可i
旧
律V

也
o(

赞一

段
S
野
、九一:g

助
。國
中
、

.

ホ

一

使
ニ
-

s
M
?

卿
以
下
必々

J-iiflsr

坐E}fi

十M
、

餘
夹
ニ 

十
五
.n
o死徒
伽
レ
出
レ
鄉0鄉
旧
同
ぃ
非
、
出
入
如
友
、
サ
望
扣 

.以

.
か
ポ
ポ
招
，
旧
；

E'

姓
親
睦
。.
.
^
M
而
外
、.外
i
w献
、
其 

;

*5-

卞
，公srt̂

:

衆
お私

，，

W
献
，问
翁
：公E?

公
事
衝
、
然
後. 

繁

11

私
S
所
a以
別nlK.r

也
o(

§

段)

:(

ィ)

胡
適
之
先
き
派
の
所
論
.
：
：

.

:S:

孟
チ
自
身
も
®
際
！
代̂
れ
：m
制
は
畢
覚
如
阿
な
る
レ 

も
の
，な
る
や
を
知
ら
す
唯
自
己
め
想
像
を
以
ウ
て 

旧

制

を

桃

成

し

：

た
：：

タ

も

の

な

れ

ば
-其

所

論

に

何

等

： 

服

史

的*
據

な
&
ご

を

，

，；

：
：，

.:

:

上
記
せ
し
孟
子
'の
所
論
の
第1 :段

ぱ
赏
に
明
瞭 

を
タ
け
る
も
の
：に
し
て
惟
助
@
ピ
：有…

公
.田
，の
：，

.■■ 
I
 

.
 

.
♦

如
&
は
畢
竟
傲
法
及
び
貢
法
は
公
田
な
&
を 

示
し
又
雖
ゾ
周
亦
助
也
を
見
れ
ぱ
孟
子
は
實
際 

.
周
代
の
制
度
は
嚴
し
て
如
何
な
る
制
度
な
り
，
 ̂

.や
を
知
ら
ざ
る
事
.を
示
す
も
の
R
し
て
膽
孟
子 

自
己
の
想
像
を
以
っ
て
其
詩
の
要
に一

種
の
公 

旧
，制

を

柳

成

し

た

る

も

の

な

れ

ぱ

孟

子

の

此

論 

を
以
つ
.て
弁
W
制
度
の
存
在
を
明
ら
か
な
す 

を
得
す
◊(

註
ニ 

S

詩
.經
中
の
公
田
な
る
文
字
を
如
何
k
解
释
す
ご 

(

註11 

>、
雖
も
孟
子
の
私
田
な
る
文
字
は
決
し
て
K 

夫
の
享
有
す
る
公
産
を
意
味
.す
る
も
の
に
.は
非
す 

し
て
唯
A
族

の

，祿

田

を

指

ず

こ

ど

。

：

第

三

段

に

於

て

孟

子

；の
說
け
る
私
田
な
る
文
字 

の
意
義
を
は
貴
族
の
祿
旧
：と
な
：

S
ず
ん
ぱ
換
言 

す

れ

ぱ

伽

民

(

成

は

：
伽

戶

〕

は

決

り

し

て

.田

生

じ

は
非
す
ビ
な
さ
ざ
：れ
ぱ
次
の
如

.

51 ;

不
都
合
を
生 

す

ベ
し

.
 

r 

'

.

.

.

.. 
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•

第
十
，
卷

•

(

八
九

〕

雑

條

，
'現
代
中
國
者
脚
に
於
チ
る
非
.田
論
め
研
究

第

！
就

,

八
九

I
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统
代
中
.國
學
#
間
に
於
け
る
件s-

論
：の
研
究

辨

！
練

m

:;S

變

1

段
：に
述
ぶ
る
分
&

制
レ
祿
ビ
塑
S
 

に
述
ふ
る
八
家
恃
私
n
w聯
同養

，，

公
旧
つ 

或
は
卿
以
！̂
必
蒋n

圭w
r
v
>

は
％
盾
し
て

:: ：

其
1

を
欠
く
y
.
£
o
:
.
;
: 

::::
、

,
.

S

當
時
に
は
：嚴
然
た
る
階
職i

：

度
存
在
し
g 

た
る
V
の
に
し
てj

t

經
に
も
見
ゆ
る
如
く 

.

.マ
‘
：
.
人
民
は
貴
族
の
ポ
に
默
示
的
に
滅
尉
服
従
：
 

.或
は
臣
滅
し
た
る
も
の
に
し
てI

般
人
民 

は
：̂
じ
.
土

地

を

私

有

ず

る

こ

.
、
な
く
殊 

お
當
時
戰
爭
ゼ
行
ひ
て
：請

侯

廣
ひ
て
奴
藤 

.

を
獲
得
せ
ポ
は
へ
^
3

)

サ
意
全
ね
く
彼
等 

奴
腐
を
肿
ひ
歸
り
て
.土
地
を
小
作
せ
し
め 

ん
ご
し
‘力
る
も
の
し
て
決
し
て
土
地
を 

.彼
等

に

分

配

し

附

奥

し

た

る

，も

S

に
非
ざ 

る
理
を
现.解
し

得

ざ

る

事

'、

S

孟

子
め=^

E

制
は
；
一
種
の
經
界
的
計
鎭
に
週
ぎ
す 

し
て
決
し
て
根
本
解
決
力
る
共
産
制
度
に
非
ざ
る

孟
子
は
當
時
伽
神
せ
る
田
を
取
.り
球

レ
之
れ
.を 

輩
淸
疆
報
し
初
め
，ょ
り
も
，，

K

一
 
度
農
段
に
.
^
1 

—

，

れ
を
分
.配
し
换1M

ず
§

現

狂

に

於

け

る

田

主
­

- 
み
.誰
彼
な
く
典-長
き
を
鶴
か
て.其

®

き
も
の
を 

，
補
-ふ
t
ラ
，

1:

遍
：の
挺
界
的
手
：續
を
經
て
凡
ゆ
る 

:

,

伽
戶
に
本
均
的
個
旧
を
分
船
し
て
彼
1

§

 

し
て
其
耕
す
る
土
地
は
比
較
的
信
用U

,

得
べ
き
：. 

一
種
め
#
産
た
る
を
悟
ら
し
め
.其

個

の

所

有
 

主
の
變
推
を
禁
止
せ
ん
ご
す
る
計
晝
に
し
て
之 

れ
を
以
つ
てr

鄙
の
共
産
制v>.

看
做
す
は
大
な
’ 

.

る
誤
解
な
-
。̂(

i

) 

.

倚
此
觀
之
胡
適
之
先
生1

派

孟

，
子
は
包
に
述
ベ
ね
る
，
 

が
如
く
弁f
f
l
制
度
す
は.何
等
關
：係
な
き
春
愁
時
綴
の
，
 

章
句
を
⑩
卿
し
て
弁
.田
制
度
な
る
想
.像
物
に
：結
付
け
た
-
, 

る
も
の
に
じ
て
其
井
旧
制
度
は
批
ネ
改
制
的
の
も
の
或
：
 

は
戰
國
時
代
の
，大

規

模

の

Utopia 

'に
外
な
ら
す
ざ
ま
'

す
も
の
也
.'

S

1
)

趙
設
第1

5
第
5

?

ハ
す
'i

i
 : 

‘

(

能
三)

左

媒

ゆ

を

次4?

教
妝 

,

隙
六
够
）

.鄭
ゆ
慢i.

陳
，
大
巡
。
：

 

•

成

八

鄭

伯

E
：

レ
め
.
.許
が
R

ハ
大
機
。

晴
十111

ギ
，r
^
臀
斯
吳
域1

鮮
處
へ
火
極。
.

，ぽ
十
，七
年——

陸

ぼ

や

粥

，
楚

、
其

衆

ぎ

t
终

旧

大

疲

。

ね
十
八
幾
人
悠
，離
、盡
你
以
歸
。：

.

.

突

四

楚

P
,
锐
氏
ぜ
成
就
#

以
獨
。

:

. 

(

註
四〕

雄
散
饼
ニ
#

ぽ
一
狭
：
冗
六-f
1

W
.及
び
ぼ
六
十
ニK
麥

(

ィ)

®
漢
民
先
生T

派
の
所
論
，

•

、.

，5?

古
代
の
，弁
r
a制
度
に
關
す
，o
翻
識
に
就
き
て
は
孟 

子
を
除
き
て
，他
k
信
用
す
ベ
AP
t
tな
く
又
孟
子
の 

.
說
く
井
r
a制
度
論
に
藤
ね
的
极
據
の
充
分
有
る
の 

,

,
理
無
け
.作
ぱ
古
代
の
井
田
制
度
^
或
ほ
孟I

f

の
所
：
 

説
R i

致
す
る
も
の
に
非
す
や
と
息
他
し
得
る
こ 

ビ
9

(

註

a
 

.

孟®

以
，前

に

絶

て

は

誰
.
も̂
弁
田
，制
度
を
W
能 

し
た
る
人
な
し
。
' ミ
云
，つ
t
孟
子
の
井&

制

褒
 

凿
し
て
疑
を
挟
y
 

5
J
を
得
す
0
翔
ウ
-て
他
.の
#
 

情
を
券
ふ
る
時
は$1

子

の

旧

制

論

.は

實

際

存

在

せ

一 

-

しS

制
に
同
じ
さ
も
の
ミ
券
へ
得
る
も
の
也
。

®

孟
子
の
取
田
な
る
'文
字
は
，決
し
て
貴
族
の
祿
旧
を
：
' 

指
す
も
の
に
非
や
し
て
.必
ら
す
農
夫
の
享
晋
ず
る 

:

公
産
を
意
味
す
る
と
ビ
。

マ孟子は

‘明2!

に

方

里

而

弁> 

.
弁

九
}

d

献

"
，
其

中
 

爲

ニ

公

田

？
八

家

皆

：私

„

百

®

ハ
同
養

„

公
B
? 
云 

ひ
而
し
て
兹
に
所
謂
百
®
を
私
ず
る
.八
家
.；す
は
' 

確
か
に
農
夹
を
.指
す
.

な
れ
ぱ
公
舉
畢
然
後 

敢
治11.

私
事
.？.

以
別；

.！
 

®人
.

r

な
る
句
生
.，ず
、る
.，
.
.

,
所
以
也
。
今
我
じ
.此
の
.私
旧
を
ぱ
貴
族
め
祿
田 

W

な
し
農
夫
の
公
廣V

せ
ざ
る
時
に
は
次
0
如 

き
不
都
合
生
べ
し
。
.

' 

' 

•

W
八
家
各
々
西
就
の
田
を
享
有
し
得
すM

第

十

五

翁
,

(

九

一

,

〕

：；，

難
.：

.

0 

:
:

現
代
中
國
學̂

間̂
に
於
ゆ
る
.弁
田
論
め
&
弗

第

號
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f
i
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E
^
i
s
i
M
i
i
M
^
i
s
i
s

V
\

I

r

，
十
五
’餘

(

九

ニ)

.

雜

:

織

現
代
卞
劇
掛
港
間
に.於
け
る
井
田
論
の
研
究

P»:

ウ
卿
大
夫
の
祿e

の
ホ
*
に
公
旧
存
f
f
i
す 

:
る
k
至
ら
斯
く
て
：は
：‘ブ
弁
の
地
を
ぱ
八
家 

並
び
R
卿
大
夫
に
分
配
し
彼
等
を
し
て
：银 

に
其
中
央
k
位
ず
る
公
r
aを
耕
作
せ
し
む 

る

こ
と
：>
な
6
舟
炼
な
る
事
賞
を
生
せ
し 

む
べ
く
又
斯
ぐ
め
如
き
は
實
際
上
不
可
能 

な
る
こ
と
。(

註
ニ)

卿
以
下
必
有
走S

(

坑
三
段)W

世

祿(

览 

\

一
 
段)

：及

か

制

V

祿(

第
二
段)

と
は 

述
絡
し
将
す
又
解
驛3

得
ざ
.る
こ’J0
、
な 

.

.る
べ
し
。(

I

)

私S

を
以
ク
て
貴
族
の 

-

祿
r
aど
な
す
じ
*非
ポ
ん
ぱ
卿
以
下
必
ぜ
，

:
' *S ；

ぜ
rの
意
味
：

> ；；

分

ン

由

制

て

祿

及

び

；
世

祿

： 

の
意
味
せ
を
了
解
し
得
す
と
ホ
す
於
如
& 

は

是

れ

全

：ウ
作
ぐ
‘か
世
祿
膝
圓
行
ぐ
'之
矣 

0
一
 
何
を
誤
.解
せ
る
に
ょ
る
。
挽
言
す
れ 

‘ぱ
此
一
句
を
ぱ
決
し
て
.
貫

を

說

明

し

助

银
1,■■為

號

九
、■- ■ A

を
說
明
す
る
間
に
械
入
す
べ
か
ら
ざ
る
こ 

ご 

>其
句
の
下
に
分
&

制
ビ
祿
及
び
卿
以 

下
必
有n

圭
旧
，
の
何
が
有
る
こ
ご
\

.

i 

魔
に
世
祿
を
以
つ
て
中
心
ご
な
せ
し
結
架 

孟
子
の
ま
盡
活
動
は
唯
膝
の
貴
族
的
&
祿 

制
度
上
；
在
る
R
過

ぎ

す
ご
結
論
し
：た
る 

も
の
に
し
て
其
實
此
ぜ
が
上
文
'ル§

1

民
父 

母
k
繁
る
こ
、

>0

をDI

却
し
た
る
も
の
k
o
.

か
ふ
R
此
の
央
世
就
膝
圓
れ
レ
之
矣
な
る 

句
は
贵
族
而
已
に
禮
厚
く
し
て
人
ま
R 

® 

だ
薄
き
，

M

と
を
說
き
た
る
も
の
に
し
て
® 

の
文
公
を
貴
め
た
る
も
の
な
れ
ぱ
何
等
田 

®
に
■
し
て
重
大
な
る
關
係
を
有
.せ
す
。
 

分
旧
ビ
制
祿
、

5CT

は
別
々
の
事
仲
に
し
て
又 

まfflfl-l

十
躺
ビ
餘
夫1

一
十
五
献
と
の
對
立 

せ
る
を
觀
れ
ぱ
弁
旧
制
度
の
組
織S

衆
を 

明
ら
か
に
知
-
得̂
べ
き
こ
と
。〈

註HL}:

お
厳
；̂
;
^
^
^
^
;

摩

.
^
か

ダ，旧
^

^

^

ぽ
S

孟
子
の
弁
E
制
は
決
し
て
唯
，

1

種
の
經
界
的
計
晝 

に
はfk

ず
し
て
棵
本
解
決
的
共
産
制
度
な
る
こ

-

'
W9
.
-
.
V
-
V
,
' 

,

.....

:ャ.
'
:
:
'

孟

が

i

界
不
ド
正
、弗
地
不
ド
釣
穀
祿
不
お
ビ 

;:

云
へ
-る
は
盖
し
經
界
不
1
の̂
結
某
弁
地
は
均
か
ら
，
 

.

る
に
至
わ
從
つ
て
穀
祿
等
な
ら
ざ
る
を
說
け 

.
‘る
.も
の
に
‘し
て
®
ら
に
孟ff

が
ニ
！代
に
行
は
れ
た 

,
,る
各
方
法
を
折
褒
レ
，て
助
法
を
以
つ
て
最
善
の
も 

.
，の
e
じ

，て.之
：れ
が
觸
行
を
論

じ

义

方

里

而

井

井

九
.. 

V

揉

献

，
其

中

ぎ

，公
旧
？
八
家
嘴

私
，，

百

酵

同

夢
^̂

由r

を

事

畢

然

後

敢

洽

fr

粒

事

？
所H
:以
別

こ

，
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‘の
¥

4
な

り

以

つ

か

帝

ふ

る

に： s

{
し

他

方

農

民

は

富

.
^
薪

,
，
は
れ
走
弱
な
る
ポ
は
满
餓
傅
び
環
ち
社
救
は‘四
方11

離
散
す 

る
！-

り

し

、
、
と.,
^
知
る
べ
し
0

(
註

？？ 0
:

貴
族
階
級
の
過
戯
と
非m
湖
度
の
崩
‘

B

ミ
は
W

吸
關
ゃ
，

:
\
.な
す
。

. 

.リ

.

，
一.

7

 

.

(

註
六)

土
地0

娘
併
じ
は 

k
 

h
 :

W

土

地

の

附

撒
.

,

:
:

:

,
s戰
爭 

V
. 
, 

, : V

 

:

,
-ん

.

、.：：

 

'

の
二
视
有
リ
。
卷

耿

ド

ぱ

附

庸

な

ま

字

域

る

、
、
と
僅
か
に

.

.
ミ
つ
に
過
#

す
と
雖
も
と
は
已'
レ諸
小
國
が
大
國U
多
ぐ
併
命

ば
ら
れ
ほ
た
る
が
放
也0 :

叉
左
媒1

1

凡

師

游

ニ

鐘

殺

一

日

伐

。
.
無 

一
日
レ.殺
0

輕

日

レ

襲

W

云
Iへ
.る

，-

.3

俊

盤

と

は

畢

竟

名

R

の

相

ま，
.- 

.

に

過

ざ

ず

し

て

其
！： J共

！！

 ！

種

の

據

掠

行

母

な

り

。

•

ミ

胡

適

之

先

生

ニ
 

S

所
論

，：：

と
、
、
：
：
"
.
^
^
^
^
^

' 

S

春
秋
，
.
：
.，
'
:

.

.

.

.

,

.

.
ニ、
- 

. 

■ 

• 

.
- 

... 

— 

'
,

初
视
献
な
る
句
は
并
旧
制
度
と
刷
等
の
湖
係
を
有 

せざ
る也
。抑々
赋、

；

別の
もの

k
し
て 

.

前

者

は

地

方

が

中

央

；！

^
買

す

る

，を

，意

4^

し

平

時k 

於

け

る

買

赋

と

戦
g

k於

け

る

資

賦

®
:
n

ご

はは

1 
一®
有
-
。̂
後
者
は
純
然
な
る
-地
租Lan

d

 taxes 

に
-
て̂
古
代
に
於U

は
行
は
れ
ざ
タTaro 。

然
る
に 

.
其
後
賦
以
外
に
尙
ほ
地
租
を
徵
收
す
る
に
至
り
た 

‘ゾ
ら
，。
蓋
し
國
費

は

唯

赋

而

己

を

以

：ジ
て
は

.足

.

.
：
^
ざ 

-
、
る
に
至
ら
た
る
が
故
也
。
さ
れ
ぱ
初
税
肅
は
弁
m 

制
度
ビ
寸
毫
.の
關
係
を
も
有
せ
中
。
®
二)

：£,

左

傅

.

.
，
、
、
'. 

\

ホ
秘
\ S

非
ド
禮
也
。穀

出

不

n

藉
以I

テ
助
也
。

に
於
け
.る
藉
は
其
訓
借
に
し
て

其
意
除
は
a
力
，

y

 

.
藉
ね
て
f
f
l
を
耕
し
以
‘ジ
て
其
收
继
を
得
ん
ご
す
る 

'こW

是
也
。
.さ
れ
ぱ
藉
は
賦
；̂
し
て
或
は
平
時
.の
，
 

徵
收
を
ぱ
藉
ど
®
し
戦
爭
勃
發
し
て
K
時
；！̂
取
徒 

を
後
役
す
る
を
赋W

 

.云
ぺ
る
も
の
な
る
可
，し

。
臂 

に
虚
子
が
.公
旧
莉
而
，不

秘

’li

云
へ
る
に
圓
泥
し
て 

斯
が
る
解
释
を
な
せ
し
な
を
ん
◊此
W
税
ゾ
：

g

な
を 

句
も
弁
r
a制
度
と
ほ
何
等
の
.交
涉
を
有
せ
ざ
る
や 

當

然

也

。

(

註
三)

■ 

‘

鎮
十
冗
：卷
！

(

九
出

難
，，

，
M
::

現

：
ホ

5
*

國

樂

ね

於"
る

め

赚

ぜ
. 

♦

第

號

，九
七

il

>1
Ufis



>
,
I 

‘1,

t
i
l 

: 

'
-
r
l
e
H
-

—
*■ 

,
‘ 

7 

*
'
:
,
.
t
:
< 

- 

, 

: 

n
\ 

~f„' 

. 

,
 
i 

.

pn

.

.
$
s 

〈

ル

九)

雜

.0

闽
藤
.，

周
®
を
以
つ
て
周
代
の
制
度
を
誤
な
’く
記
せ
し
も 

の
ざ
な
し
其
に
ょ
b

t周
代
に
は
弁
W
制
度
蒋
在 

:

せ
，サ
&
云
ふ
も
の
有
& 

雖

も

^
;
誉
は
偽
書
じ
し 

，.‘て
，圓

ょ

.CN

信
用
す
る
に
足
ら
ホ
。
蓋
し
周
®
は
孟 

子
、
主
制
以
後
のJpT
に
しV

孟
子
を
基
本VJ

な
し 

れ

る

も

の

じ

し

て

孟

子

は

货

て

此

書

を

兄

た

る

.
し 

，ご
な
く
又
王
制
を
作
り
し
請
博
士
も
見
た
る
，レ
と 

無
き
が
故
な
り
0
惟
：ふ
：

周
®

を
作
ゥ
し
人
は
尙 

戰
左
傳
孟
子
、m

制
お
ぱ
熟
®
し
ね
る
人
な
る
ベ 

义

其

中

に

説

か

を

、
弁

S

制
度
は
非
® 

k詳
細
a
, 

ク

盤

濟

な

み€ &

も
：孟

子

第

の

說

く

弗

旧

制

度

£ 

は
：聊
か
其
所
論
を
M
だ
す
。
，例
へ
ぱ
當
時
の
中
國 

は
其
®
城
廣
大
に
し
て
秦
以
前S

其
R
比
し
ヤ 

加

せ

し

が

故

周

禮

は

 

.

.

,大
可
徙
。
凡
造U

都
鄙T

不
息
之
地
家
W

献
、
一
易 

之
地
象
二
百
軟
、資

之

地

家

二

百

就

。
：

l

i
學
本
簡1

け̂
る
#

1
§

究 

,

m

九
八
‘

へ
遂
人
。
上
地
夫
！
塵
、
四
西
献
、液
五
十
軟
、餘
失 

f

 

.'.; .
:

亦
如』

。中
地
夹
i

、
四

ぽ

献

、
萊
百®

t
, 0 

.

夫
孙
加VI

Z
。

下

地

夫i

塵

マ

旧
W
敏

、

救

ニ

，
百 

；
レ

：
/

就
、線
*
亦
如V

之
。

，

.
. 

j 

 ̂

’/J

云
ひ
て
其
授
田
の
制
は
西
献
に
止
ま
ら
ざ
り
し 

I
:
;
:

を
示
せ
し
が
如
し
。
然
ら
ぱ
何
故
當
時
斯
か
る
ゾ 

:
Utopia

を

建

課

す

る

の

計

晝

出

現

せ

し

や

に

就

'き 

‘ I

シ
：V

て
は
次
の
如
き
，諸

原

因

有
l

i

s
 

I 

S

氣

族

の

跋

辱

V
 

、

漢
の
.义
命
及
び
皇
帝
め
時
代
に
は
司
馬
遷
が 

I
:

厂
：.:

當n

此
之
時
i

疏
而
民
富
、
役
財.

1

、
或 

:

V
 

:
,
. 

. 

M
 

ニ
兼
併
i

黛
之
徒
、
以
武
H

斷
於
ニ
鄉
曲T 

\

 

(

平
準
S

リ

:

云

へ

.る

が

如

く

 

士
地
の
兼
併
她
ん
じ
し
て 

.
\

豪
族
は
暴
政
な
タ
し
也。

/

:

:
/

 

S

貴

族

外

成

の

横

暴
' 

.

. 

は
武
资
以
後
の
事
情
也
。

:y
u
:
s

富

者

は
#
々
富
：み
貧
者
は
：錄
々
資
困
た
る
に 

辛

レ

而
己
な
，も

％

天
災
水
旱
纖
次
も
發
生 

し

て

同

胞

相

食

む

に

至

り

じ

、こ
と

。
，
.

,
,
..此
事
情
は
元
帝
，成
命
以
後
の
事

.也
、

M ;
S

斯
ぺ
て
其
弊
®
織
々
加
は
り
た
る
結
果
豪
富 

な
る
吏
民
の
田
産
を
制
：限
す
る
め
必
耍
に
；迫 

&
れ
た
る
こ
-
y
o 

'

:;:

バ
哀
命
の
時
師
丹
ぱ
其
建
識
齋
中
；̂
弁
f
f
l
制
：
. 

度
を
述
べrlsr

ら
k 

.

.

.

君
子
爲
.
.政
、贵n:

因
循
，

r

而
重li

改
作
？
然 

■
;所i

!
.以冶
改
ザ
、將
以
救

.レ
®
，也

妳

未
：
^

,\ 

: 

'可
&

、
度
斷
爲
ド
呼..
：

：T 

.レ
-

ざ

云
ひ
しが
，豪

富

な

る

者

のK
對
を
受
け

;

■
^
5
,
0

 
. 

. 

V
.

.

當

時

師

丹"孔
光

、
何
武
等
が
.哀
带
で
覆
蔣
せ
し
改 

.章
醉
法
は
贵
族
豪
®
を
‘し
す
田
廣
奴
婢
の
私
有
ご
' 

!11

'サ
®
即

ニ

！千
®
を
顧
/へ
ざ
る
田
0
私

有

を

'許
せ
し
力
ぱ
其
後
丁
傳
董
.賢
等
は
之
れ
を
以
づ
て 

-

和

平

的

：改

M

な
り
ド
-非
難
し
て
反
働
し
た
ク
。%

 

飲
は
揚
雄
-
,王
莽
i
五〕

俱
R
改
革
論
者
な
り 

し
力
ぱ
翻
飮
'が
假
書
を
作
-

CN

ね

る

所

以

‘亦

知

る

に
 

難
か
ら
す
。

§
^

王

制

.

王
制
^
^
^
.
は
.

，
制
ニ
農
田
，！
百

献

.
•
：
。
：

 

, 

，
一

し

古

者

公

S
t
,

而

不

ン

枕。

.

等

の

句

有.

然

れ

ご

も

H
i
g

な

る

も

の

は

溝

の
 

文

带

の

時l
i博
f
が̂
§
を

舉

じ

す

作

.
：
^
た

る

も

の 

.
な

れ

ぶ

其

分

旧

：
制

.祿
法
、
弁
r
a制
§

k

:
關

し

て 

‘は
全
然
孟
子
の
所
論
^
^

」

赚
演
し
ね
る
こ
と
元
ょ
.

CN 

.
辯
を
俟
，な
す
.。
S
れ

ぱ

王

制

の

所

.謝

を

以

ウ

て

弁
 

旧

制

度

存

在

の
®
據

と

な

し

得.ざ

る
.や
.明

ら

：か 

也

。

S

公
.羊

傳

及

び

穀i
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•
.

館

す

五

城

.

(

力

九

)

0
:...

綠

"
视

代

ポ

阔

學

堵

間

！

1
か

け

る

；
：
^

^

談

め

研

究

■ 

. 

*
' 

. 

.

%
m

九
?fL

VHVJ

,r
■fci
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T

 

パ
,
;

>
:
M
I
. 

r
^
f

ふ

そ

：ね

：

ば

ド

，

ぃ

v

 
り

,
< 

、
f
 
‘

iを

l ：(

.路
十
五
、跋

〈
1

o

o

v
 

. 0 

:
0 

•
.
现

代

巾

國

擧

名

闕

に

，於

る

井

田

論

の

研

究

路.一

號

5
0

公
羊
傳
及
ぴ
穀
梁
條li

都
て
孟
子
以
後
の
弁
旧
制 

庶
論
を
以
て
养
秋
の
初
税
献
わ
佩
さ
た
る
も
の
な 

れ
ぱ
之
れ
を
以
ゥ
て
孟
子
の
弁S

制
度
#
 を
證
明 

し

得

ざ

る

は

勿

論

：史
ら
；

^
古
代
に
於
け
る
弁
旧
制
；
 

腐
の
存
征
を
蕭
明
し
得
ざ
る
也
i。
公
羊
傳
は
漢
の 

一®
舟
の
時
公
羊
壽
及
び
胡
母
生
の
二
人
がW

レ
だ
，
 

る
も
の
に
し
て
又
穀
梁g
は
漠
み
初
め
ホ
公
江
翁 

め
時
代
敷
梁
赤
力
：爲

し

た
る
も

0
也
。
.，穀
'梁
赤
を 

ぱ
公
江
翁
の
辟
代
に
於
け
.る

人

ど

な

.
さ

す

ま

は
 

秦
の
孝
公
の
時
代
に
於
け
る
人
な
り、/J
云
ひ
或
は 

究
傳
が
世
に
傅
は
り
て
後
ぼ
年
徹
の
，頃
に
：於

け

る

，
 

人
ざ
云
ふ
も
の

有
-ĉ

。
其
何
時
頃
め
人
た
る
や
み 

4
i

な
乂
觅
に
⑩
泰
秋
の
公
举
穀
梁
，の
.兩
傳
は
扎
M. 

春
執
派
の：

止
傅
た
る
は
之
れ
を
認
む
べ
し
ビ
雖
も 

其
中
に
，漢

代

に

き

け

る

人

が

財

料

を

加

へ

以

つ

て

. 

修
‘正

た

る

部

分

有.る
を
知
る
。
：
例
，
へ
；
ぱ
公
羊
傳 

中
® 

!章

卯

ち
.
.

r:

じ

：
，
.
1

在
古
者
十
貌
ニ
。
多§
!

十

数

I 

>

謂n

之
大
榮 

.

小
梁
？
少

らn

十
耽
，1,、

，f

之
大
船
小
新
i

 

厂
者
十1

而
枕
'、
而
頸
®
.
作
矣
ス
/ 

V 

:;

k

比

較

せ

ぱ

公

羊
.傅

の

詐

®

を

一

層

明

確

に

意

識
 

し
得

次
R
穀
梁
傳
を
卿
る.に
次
の
如
&
文
：ぁ

シ

。

.,

初
者
始
也
。古
者
什一

"藉
而
不
，.能
。初
s

k
、

，
 

:::

非
レS

也
。古
塞
二
百
步
爲
M

、名
0
U
:雷

？
弁 

.
:
.
旧

者

プ

}

.

.

公
f
f
l
岛
ル，1.0 

.

.
S
S

粮
不
レ
善
則
-.. 

劣
レ
處
、

田
粮
不
レ
普
則
非
.レ•拷
、初
秘
レ
献
者
非 

公
之
.去
公
M
而
履
レ
軟
十
取
レj

也
。
以
公
之
與 

:
民
爲
已
悉
矣
。古
者
公
由
爲V

居
、1弁
®
蒸
菲
灘
：

,
収
焉
。：

.： 

ベ
，；：；；

r
ン 

此
文
中
の
以
公
之
與
民
爲
已
悉
矣
は
其
意
味
通
せ. 

す
し
て
去
公
®
而
履
献
十取

！：

ぱ
其
意
味
#
匪
な 

.ら
と
雖
も
徐
邀
が除

；！

去
公a

,

之
外
、：又
税
私

K

初
者
何
始
也
0
梦
献
激
何
、履
k

旧
税
也
。
：

:

:

何

識

ニ

，
乎

始

履

-献̂
而
桃
！
 

☆
激
什
一
而
藉
。

.

J

 

.

孩
.上

館r

段)

，古
者
#

爲n

什J

 

I
®

藉

什f

考
 

,

P

 

,

/天
下
之
卞
正
也
。
f

 

f

什

一
r

す

柴

小

继

。夢
；：

_
. 

v

,

,

乎n

什J T

大
絡
小
絡
。
什
一
者
、
天
下
.之中正、

 

也
。
せ

！

行
r
o
@徵
作
矣
。(

以
上
筋1

一
段)

ゾ

：

を̂
觀
る
に
猶
一
段
は
辦
秋
に
存
f
f
i
す
ビ
雖
も
筋一! 

‘ 

股
は
決
し
て
原
交
は
存
在
せ
す
し
て
其
中
の 

:
大
梨
小
衆
，な
る
向
は
全
然
孟
す
が
0
圭

に

答

ふ

る

.

： 

ツ

の

1

章
を
抄
襲
じ
.孟
子
が
.新
の
生
®
稱

度

は

簡

單

：，：

：

.政

費

は

又

輕

く

11

十
而
収

一

を
以
つ
て
足
る
ど
せ
ノ 

j,:. 

<

し
を
公
羊
*
及
び
胡
母
生
は
元
戒
中
國
の
政
治
は
：
/

ノ
 

'

複
雜
に
し
て
政
®
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